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車
に
乗
り
続
け
る
か
、
乗
ら

な
く
な
っ
た
車
を
ど
う
す
る
か

等
、
車
を
手
放
す
こ
と
を
検
討

さ
れ
て
い
る
人
は
、
自
分
の
愛

車
が
幾
ら
く
ら
い
な
の
か
気
に

な
る
と
こ
ろ
。

車
買
取
専
門
店
・
ハ
ッ
ピ
ー

カ
ー
ズ
鎌
倉
店
の
坂
野
代
表

は
、「
無
料
で
査
定
に
伺
い
、

査
定
額
を
提
示
し
ま
す
。
そ
の

場
で
即
決
し
な
く
て
も
大
丈
夫

で
す
。
ご
納
得
さ
れ
た
う
え
で

売
却
ご
判
断
く
だ
さ
い
」
と
話

す
。

同
店
は
、
大
き
な
店
舗
を
持

た
ず
、
出
張
型
の
買
取
に
特
化

す
る
こ
と
で
固
定
費
を
削
減

し
、
買
取
額
に
還
元
、
高
額
査

定
を
実
現
し
て
い
る
。
ま
た
、

他
社
で
年
式
が
古
い
、
走
行
距

離
が
多
い
等
の
理
由
で
、
査
定

額
が
０
円
と
言
わ
れ
た
車
も
最

低
２
万
円
以
上
で
買
い
取
っ
て

く
れ
る（
１
６
０
０
㏄
以
下
は

５
千
円
以
上
）。
代
金
は
即
日

現
金
払
い
、
名
義
変
更
の
完
了

通
知
書
も
送
付
し
て
く
れ
る
の

で
安
心
だ
。
４
月
の
自
動
車
税

の
課
税
も
迫
っ
て
き
て
い
る
こ

の
時
期
に
、
一
度
、
ハ
ッ
ピ
ー

カ
ー
ズ
鎌
倉
店
に
相
談
を
し
て

み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ 

鎌
倉
店

（
由
比
ガ
浜
オ
フ
ィ
ス
）　
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９
時
〜
20
時
・
定
休
日
な
し

鎌
倉
の
文
化
の
発
信
を
目

指
す
市
民
団
体「
鎌
倉
同
人
会
」

が
鎌
倉
桜
「
桐
ケ
谷
」
を
２
月

19
日
、
鎌
倉
市
立
第
一
小
学
校

（
渋
谷
歩
校
長
）
と
市
立
第
二

小
学
校
（
梶
井
真
砂
美
校
長
）

の
校
庭
に
植
樹
し
た
。

同
会
は
、
１
９
１
５
年
に

鎌
倉
同
人
会
が
記
念
事
業
と
し
て

鎌
倉
ロ
ー
タ
リ
ー
杯
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

鎌
倉
桜「
桐
ケ
谷
」を
小
学
校
に
植
樹

「
よ
り
と
も
」
が
優
勝

年
明
け
早
々
能
登
地
方
に

大
き
な
地
震
が
起
き
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
て
地
震
・

津
波
・
火
災
は
セ
ッ
ト
で
起
き

る
と
思
い
ま
し
た
。
地
震
で
倒

れ
ず
、
津
波
で
流
さ
れ
ず
、
火

災
で
燃
え
な
い
家
を
造
る
の
は

難
し
い
と
思
い
ま
す
。
せ
め
て

地
震
で
倒
れ
な
い
よ
う
な
家
に

し
た
い
も
の
で
す
。
耐
震
基
準

を
満
た
し
て
い
る
新
し
い
建
物

も
、
余
震
で
接
合
部
が
弱
く
な

り
倒
壊
し
た
よ
う
で
す
。
そ
こ

で
諦
め
た
ら
元
も
子
も
あ
り
ま

せ
ん
。
既
存
住
宅
で
耐
震
基
準

を
満
た
し
て
い
な
い
家
は
補
強

工
事
を
し
ま
し
ょ
う
。

耐
震
補
強
の
考
え
方
は
４

つ
で
す
。
基
礎
を
強
く
す
る
こ

と
、
土
台
か
ら
柱
が
抜
け
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
、
壁
を
強
く

す
る
こ
と
、
建
物
全
体
の
バ
ラ

ン
ス
を
よ
く
す
る
こ
と
で
す
。

訪
問
営
業
で
、
小
屋
組
み

に
ご
つ
い
金
物
を
取
り
付
け
、

「
こ
れ
で
大
丈
夫
」
と
安
心
さ

せ
ら
れ
何
百
万
円
も
支
払
う
羽

目
に
な
っ
た
り
、
１
カ
所
の
窓

だ
け
鉄
骨
で
補
強
し
て
「
こ
れ

で
安
心
で
す
」
と
営
業
し
て
い

た
り
、
床
下
に
潜
り
基
礎
と
土

台
を
金
物
で
接
合
し
て
ご
ま
か

し
た
り
し
て
い
ま
す
。

在
来
軸
組
工
法
で
建
て
ら

れ
た
家
は
１
０
０
年
〜
２
０
０

年
充
分
持
ち
ま
す
。
奈
良
の
法

隆
寺
は
１
４
０
０
年
前
の
日
本

最
古
の
木
造
建
築
で
す
。
適
切

な
時
期
に
理
に
か
な
っ
た
改

装
・
修
繕
を
行
え
ば
20
〜
30
年

で
建
て
替
え
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
国
土
交
通
省
住
宅
局
の

監
修
し
た
耐
震
補
強
方
法
で
の

補
強
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■
日
向
建
設
　
鎌
倉
市
大
船
１
―
15
―
３
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車
の
売
却
は
４
月
の
課
税
前
に

車
買
取
・
ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ
鎌
倉
店

休日も休まず営業しています

覚
寺
。
日
出
上
人
の
創
建
で

境
内
に
は
夷
堂
や
日
蓮
上
人

の
分
骨
堂
な
ど
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
ひ
と
き
わ
目
を
引

く
の
が
こ
の
枝
垂
れ
桜
だ
。

昨
年
は
3
月
22
日
に
満
開

だ
っ
た
。
本
堂
を
背
景
に
し

て
も
良
し
、
青
空
を
バ
ッ
ク

に
し
て
も
良
し
。
今
回
は
分

骨
堂
を
背
景
に
し
た
。

　
若
い
と
き
に
は
桜
は
生
ま

れ
変
わ
り
の
合
図
の
よ
う
に

感
じ
た
も
の
だ
が
、
こ
の
歳

に
な
る
と
梅
が
春
の
予
告
、

桜
が
冬
の
終
わ
り
を
告
げ

て
、な
ん
だ
か
ほ
っ
と
す
る
。

　
水
彩
　
36 

×
51 

㎝

　
小
町
大
路
が
滑
川
と
交
差

す
る
あ
た
り
に
位
置
す
る
本

74

「　

桜　

」

黒
川　

明

陸
奥
廣
吉
ら
に
よ
っ
て
創
設

さ
れ
た
鎌
倉
最
古
の
社
会
貢

献
団
体
。
２
０
１
５
年
に
創

立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
と

し
て
、
鎌
倉
時
代
に
あ
っ
た

桜
を
再
び
鎌
倉
で
増
や
そ
う

う
と
市
内
に
植
樹
す
る
こ
と

に
し
た
。
同
年
３
月
に
鶴
岡

八
幡
宮
境
内
と
虚
子
立

子
記
念
館
に
行
っ
て
以

来
、
ほ
ぼ
毎
年
、
市
内

の
寺
社
や
公
共
施
設
な

ど
２
カ
所
に
そ
れ
ぞ
れ

植
え
、
今
回
で
14
、
15

本
目
。

第
一
小
学
校
で
は
、

体
育
館
裏
の
自
然
園
と

呼
ば
れ
る
学
習
場
所
に

同
会
の
会
員
６
人
が
校

長
と
い
っ
し
ょ
に
高
さ

１
５
０
㎝
ほ
ど
の
、
花

芽
の
つ
い
た
苗
を
植
樹

し
た
＝
写
真
。

同
会
副
理
事
長
で
瑞
泉

寺
住
職
の
大
下
一
真
さ
ん
は

「
由
緒
あ
る
サ
ク
ラ
が
学
校

に
根
付
い
て
、
子
ど
も
た
ち

に
伝
統
を
感
じ
て
も
ら
え
れ

ば
」
と
話
し
て
い
た
。

　
鎌
倉
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
濱
田
ま
り
子
会
長
・
会
員

77
人
）
主
催
の
第
34
回
鎌
倉

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
杯
少
年

サ
ッ
カ
ー
大
会
の
決
勝
戦
が

晴
天
の
２
月
３
日
、
笛
田
公

園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ

た
。
市
内
13
の
小
学
生
チ
ー

ム
が
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
制
で
勝

ち
進
み
、
決
勝
戦
は
昨
年
の

優
勝
チ
ー
ム
・
湘
南
ル
ベ
ン

ト
Ｓ
Ｃ
と
よ
り
と
も
Ｓ
Ｃ
が

対
戦
。
よ
り
と
も
が
１
得
点

を
あ
げ
優
勝
し
た
。

　
シ
ュ
ー
ト
を
き
め
た
よ
り

と
も
キ
ャ
プ
テ
ン
の
永
島

汰
く
ん
（
６
年
）
は
「
20

年
ぶ
り
ぐ
ら
い
に
チ
ー
ム
が

優
勝
で
き
て
、
め
っ
ち
ゃ
う

れ
し
い
」
と
満
面
の
笑
み
。

　
同
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の

濱
田
会
長
は
「
皆
さ
ん
が
目

を
き
ら
き
ら
輝
か
せ
て
い
る

姿
を
予
選
か
ら
観
戦
し
て
い

ま
し
た
。
応
援
し
て
い
る
お

父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
コ
ー

チ
な
ど
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
プ
レ
ー
が
で
き
る
こ
と
を

忘
れ
ず
、
精
進
し
て
く
だ
さ

い
」
と
期
待
を
述
べ
た
。

延
命
寺
の
涅
槃
図

市
重
文
に
指
定  　

１
月
24
日
付
け
で
逗
子

市
逗
子
の
延
命
寺
の
絹け

ん

本ぽ
ん

著ち
ゃ
く

色
し
ょ
く

仏ぶ
つ
涅ね

槃は
ん
図ず
が
市
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

２
月
15
日
の
涅
槃
会
で

は
、
各
寺
院
で
お
釈
迦
様
の

入
滅
の
と
き
（
命
日
）
が
描

か
れ
た
「
涅
槃
図
」
を
開
き
、

お
釈
迦
様
を
し
の
ん
だ
法
要

が
執
り
行
わ
れ
る
。
延
命
寺

で
は
午
後
１
時
半
か
ら
法
要

が
営
ま
れ
、
30
人
ほ
ど
が
参

列
し
た
。

延
命
寺
の
涅
槃
図
の
大
き

さ
は
、
縦
１
４
３
・
０

㎝
、
横
１
２
４
・
８

㎝
。
細
部
の
画
風
な

ど
の
特
徴
か
ら
室
町

期
、
15
世
紀
前
半
に
描

か
れ
た
も
の
と
み
ら
れ

る
作
品
で
、
１
９
３
３

年
に
広
島
の
地
蔵
院
か

ら
贈
呈
さ
れ
た
も
の
と
い
う
。

中
央
に
沙さ

羅ら

双そ
う

樹じ
ゅ

の
下

で
の
釈
迦
の
涅
槃
の
姿
が
描

か
れ
、
菩
薩
や
天
部
や
明
王

な
ど
の
尊
像
、
さ
ら
に
そ
の

周
囲
に
は
諸
侯
、
貴
族
や
民

衆
、
そ
し
て
最
下
部
に
動
物

た
ち
が
集
ま
っ
て
お
釈
迦
さ

ま
の
死
を
悼
ん
で
い
る
様
子

が
、詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
。

神
田
宜ぎ

優ゆ
う
住
職
は
、
涅

槃
図
の
説
明
や
、
由
来
を
述

べ
た
あ
と
、「
お
釈
迦
様
に

感
謝
を
さ
さ
げ
、
ご
供
養
の

法
要
を
」
と
読
経
を
行
い
、

参
列
者
に
合
掌
、
礼ら

い
拝は
い、
焼

香
を
す
す
め
た
。

第
41
回
湘
南
江
の
島
春
ま
つ
り

　
流
鏑
馬
・
武
者
行
列
な
ど　 

　
江
の
島
、
片
瀬
海
岸
で
３

月
９
、
10
の
両
日
「
第
41
回

湘
南
江
の
島
春
ま
つ
り
」
が

開
か
れ
る
。

　
９
日
の
片
瀬
海
岸
東
浜
の

流
鏑
馬
は
、
藤
沢
市
観
光
協

会
な
ど
が
恒
例
行
事
に
し
よ

ケ
ア
す
る
人
の
ケ
ア
セ
ミ
ナ
ー

　
養
老
孟
司
さ
ん
が
記
念
講
演

「『
ケ
ア
リ
ン
グ
・
ソ
サ
エ

テ
ィ
』
孤
独
と
自
律
〜
支
え

合
い
の
地
域
づ
く
り
」
を
題

に
、「
ケ
ア
す
る
人
の
ケ
ア

セ
ミ
ナ
ー
」
が
３
月
17
日
、

鎌
倉
女
子
大
学
二
階
堂
学
舎

（
二
階
堂
８
９
０
―
１
）
で

開
か
れ
る
。

介
護
や
看
護
、
子
育
て
の

現
場
な
ど
で
ケ
ア
さ
れ
る
人

だ
け
で
な
く
、
ケ
ア
を
す
る

人
も
孤
立
に
陥
ら
な
い
よ
う

支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
を

し
よ
う
と
、
鎌
倉
市
が
令
和

４
年
度
に
「
か
ま
く
ら
孤
独

・
孤
立
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
形
成
に
向
け
た
準

備
会
」
を
立
ち
上
げ
、
官
民

連
携
で
推
進
し
て
い
る
事
業

の
一
環
。
10
時
か
ら
東
京
大

学
名
誉
教
授
・
養
老
孟
司
さ

ん
の
講
演
「
他
者
へ
の
配
慮

に
希
望
を
見
出
す
」、
タ
ン

ポ
ポ
の
家
理
事
長
・
播
磨
靖

夫
さ
ん
の
ス
ピ
ー
チ
な
ど
。

13
時
20
分
か
ら
４
つ
の
分

科
会
に
分
か
れ
、
全
国
各
地

で
教
育
、
福
祉
、
市
民
活
動

な
ど
に
取
り
組
む
10
数
人
の

報
告
を
交
え
て
話
し
合
う
。

主
催
は
住
友
生
命
福
祉
文

化
財
団
、
た
ん
ぽ
ぽ
の
家
。

鎌
倉
市
が
共
催
。
申
し
込
み

は
11
日
ま
で
に
、
イ
ン
ク
ル

ー
ジ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
か
な
が
わ
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メ
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、
Ｈ
Ｐ
か
ら
。

う
と
企
画
し
、「
湘
南
江
の

島
春
ま
つ
り
」
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
、今
回
で
４
回
目
。

　
流
鏑
馬
は
鎌
倉
時
代
に
は

源
頼
朝
が
武
芸
向
上
の
た
め

に
行
っ
た
と
も
伝
わ
り
、
頼

朝
が
江
島
神
社
に
度
々
戦
勝

祈
願
に
訪
れ
た
と
す
る
言
い

伝
え
も
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら

江
の
島
近
く
の
同
海
岸
で
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
江
島
神
社
に
よ
る
神
事
の

後
、
12
時
半
か
ら
同
海
岸
東

浜
の
全
長
約
３
０
０
㍍
の
特

設
馬
場
で
、
日
本
古
式
弓
馬

術
協
会
の
射
手
５
人
が
馬
に

ま
た
が
り
、馬
場
を
疾
走
し
、

３
つ
の
的
を
め
が
け
て
弓
を

射
る
。
同
海
岸
の
砂
浜
や
護

岸
な
ど
で
観
覧
で
き
る
。無
料
。

終
了
は
午
後
３
時
頃
予
定
。

　
当
日
10
時
に
江
の
島
弁
財

天
仲
見
世
通
り
の
青
銅
の
鳥

居
か
ら
、
源
頼
朝
役
の
つ
る

の
剛
士
さ
ん
を
大
将
に
武
者

行
列
が
出
発
し
、
江
島
神
社

辺
津
宮
で
戦
勝
祈
願
す
る
。

　
10
日
は
、
江
島
神
社
辺
津

宮
で
貝
供
養
神
事
を
執
り

行
っ
た
後
、
弁
財
天
仲
見
世

通
り
で
稚
児
行
列
、
江
の
島

北
緑
地
か
ら
お
稚
児
さ
ん
が

稚
貝
を
放
流
。

　
こ
の
ほ
か
、
忍
者
ス
テ
ー

ジ
シ
ョ
ー
・
忍
者
体
験
が
江

の
島
サ
ム
エ
ル
・
コ
ッ
キ
ン

グ
苑
で
行
わ
れ
る
。

　
９
、
10
の
両
日
、
江
の
島
サ

ム
エ
ル
・
コ
ッ
キ
ン
グ
苑
で
、

大
道
芸
体
験
や
、
片
瀬
こ
ま
・

大
山
こ
ま
の
体
験
会
、
浮
世
絵

す
り
体
験
会
な
ど
も
。
問
い
合

わ
せ
藤
沢
市
観
光
セ
ン
タ
ー
☎︎
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